
　    

２
月　
定
例
法
話

　　
天
満
別
院
で
は
多
彩
な
講
師
陣
が
解
り

や
す
く
真
宗
の
み
教
え
を
お
話
し
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
２
月
は
左
記
の
通
り
定
例

法
話
を
開
催
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
記

　
日
　
時
　
　
２
月
24
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　 

13
時
30
分

　　
場
　
所
　
　
天
満
別
院
　
本
堂

　　
御
講
師
　
　
第
16
組
　
浄
興
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　 

　
藤
澤
　
敦
子 

師

　

〜
天
満
別
院
崇
敬
寺
院
巡
り
〜

〜
天
満
別
院
崇
敬
寺
院
巡
り
〜

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
潜潜せ

ん
り
ゅ
う
ざ
ん

せ
ん
り
ゅ
う
ざ
ん

龍
山
龍
山
　　
圓圓え

ん
ま
ん
じ

え
ん
ま
ん
じ

滿
寺
滿
寺

　
住
職
：
杉
本　
潤

　
住
所
：
大
阪
市
鶴
見
区
諸
口
二
丁
目
十
番
二
十
六
号
　

沿
革

　　
由
緒
書
に
よ
る
と
圓
滿
寺
は
江
戸
時
代
中
期
宝
暦
３

（
１
７
５
３
）
年
８
月
22
日
、
諦
観
上
人
が
こ
こ
に
道

場
を
建
立
し
た
の
が
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
圓
滿
寺

が
こ
こ
に
道
場
を
開
く
ま
で
、
諸
口
村
に
は
次
の
２
カ

寺
が
建
っ
て
い
た
。
真
宗
寺
―
密
教
寺
院
か
ら
転
宗
し

て
新
発
足
し
た
寺
。
宗
派
は
真
宗
大
谷
派
。
明
覚
寺
―

宗
派
は
本
願
寺
派
。
こ
こ
へ
圓
滿
寺
が
仲
間
入
り
し
た

の
で
諸
口
村
は
３
カ
寺
と
な
り
、
真
宗
寺
は
中
の
寺
、

明
覚
寺
は
南
の
寺
、
圓
滿
寺
は
東
の
寺
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
土
地
に
新
し
く
寺
を
構
え
た
の
で
、
開

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
天
満
別
院

大
阪
市
北
区
東
天
満
１
―
８
―
２
６

０
６
―
６
３
５
１
―
３
５
３
５

代
表
者 

輪
番
・
奥
林 

曉

723 号
2025
2/1

　
心
が
に
ご
る
と
「
意
思
」
が
「
意
地
」
に

な
り
「
口
」
が
に
ご
る
と
「
愚
痴
」
に
な
り
、

「
徳
」
が
に
ご
れ
ば
「
毒
」
と
な
り
ま
す
。

ホ
コ
リ
が
自
然
と
溜
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
何

気
な
く
普
段
通
り
に
過
ご
し
て
い
て
も
知
ら

ず
知
ら
ず
の
間
に
心
は
濁
っ
て
い
き
ま
す
。

　
普
段
か
ら
の
何
気
な
い
心
の
掃
除
が
大
切

だ
と
学
ば
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

I
）　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
後
記

　  

今
月
の
伝
道
掲
示
板

法要・行事予定

今
の
時
の
道
俗
、

　
己
が
分
を

　
　
　
思
量
せ
よ

 

　
教
行
信
証 

化
身
土
　
―
親
鸞
聖
人
―

４

１２日　闡如上人御逮夜・永代経　 　　（１４時）
１３日　闡如上人御命日晨朝兼日中　　　（８時）
１５日　合唱団「みのり」　　　　　　　（１４時）
１７日　春季彼岸会 並 総永代経法要 
　　　　　兼 墓地納骨 ( 物故者 ) 追弔法要
　　　　　　　　　　　　　　  ( １３時３０分 )
               小松 崇師　　　　 （第１５組 泉勝寺）
２５日　蓮如上人御祥月命日晨朝兼日中   （８時）
２７日　宗祖聖人御逮夜             　     （１４時）
２８日　宗祖聖人御命日晨朝兼日中　　   （８時）　　

　
　　　　　法話：輪番　

2 月
　２日　実如上人御祥月命日晨朝兼日中　 （８時）
　５日　同朋の会　　　　　　　　　　 （１４時）
   ６日　彰如上人御祥月命日晨朝兼日中　 （８時）
　８日　現如上人御祥月命日晨朝兼日中    （８時）　
１２日　闡如上人御逮夜・永代経  　     （１４時）　
１３日　闡如上人御命日晨朝兼日中     　  （８時） 
１５日　合唱団「みのり」　　　　　　　（１４時）
２２日　乗如上人・聖徳太子
　　　　　　　　　御祥月命日晨朝兼日中（８時）
２４日   定例法話　　　　　   　 （１３時３０分）　　　　　　　
　　　　　藤澤 敦子師 　       （第１６組 浄興寺）
２５日　善如上人御祥月御命日晨朝兼日中（８時）
２７日　宗祖聖人御逮夜               　 　（１４時）
２8 日   宗祖聖人御命日晨朝兼日中 　　   （８時）　
　　　　青年部会公開講座　　　　　　 （１６時）

3 月

基
の
諦
観
上
人
は
も
と
よ
り
、
代
々
の
住
職
も
非
常
に

苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。
圓
滿
寺
の
「
蓮

如
上
人
絵
像
」
の
裏
書
き
か
ら
み
る
と
、
明
和
７

（
１
７
７
０
）
年
頃
に
は
す
で
に
「
諸
口
村
惣
道
場
」

と
し
て
教
化
活
動
の
要
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
杉
本 

潤
住
職
は
現
在
11
代
目
の
住
職
を
引
継
ぎ
、

天
満
別
院
の
院
議
会
議
員
に
就
任
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
　

　
圓
滿
寺
で
は
修
正
会
、
永
代
経
、
盂
蘭
盆
会
、
報
恩

講
等
の
法
要
を
勤
修
さ
れ
て
い
ま
す
。
門
扉
に
法
語
を

掲
載
し
、
毎
月
発
行
し
て
い
る
新
聞
に
は
法
語
の
味
わ

い
を
書
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
杉
本
住
職
は
「
あ
る
人
の
勧
め
で
新
聞
を
書
く
よ
う

に
な
っ
た
。
法
語
は
４
年
ほ
ど
前
に
、
新
聞
は
３
年
ほ

ど
前
か
ら
継
続
し
て
い
る
。
門
扉
に
誰
で
も
手
に
取
れ

る
よ
う
に
新
聞
を
置
い
て
い
ま
す
が
、
月
初
め
に
新
し

い
新
聞
を
置
い
て
い
な
い
と
、
ま
だ
今
月
号
は
出
来
な

い
の
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
毎
月
楽
し
み
に

し
て
く
れ
る
人
も
い
る
。
用
心
の
為
に
門
を
閉
め
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、
締
め
て
し
ま
っ
て
も
新
聞
を
手

に
と
り
仏
縁
に
出
遇
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
話
し

さ
れ
て
い
ま
し
た
。



　

他
人
か
ら
の
働
き
か
け
を
拒
む
、
難
癖

を
つ
け
る
。
な
ど
悪
い
意
味
を
持
つ
言

葉
で
す
。

　「
他
力
本
願
」
の
本
来
の
意
味
は
、

私
た
ち
が
自
ら
の
力
で
は
な
く
、
他
者

の
力
、
特
に
阿
弥
陀
如
来
の
力
に
よ
っ

て
救
わ
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　「
他
力
」と
は
、曇
鸞
大
師
に
よ
れ
ば
、

①
私
た
ち
を
浄
土
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

て
く
れ
る
力
②
浄
土
で
修
行
さ
せ
て
く

れ
る
力
③
浄
土
か
ら
こ
の
世
に
戻
る
還

相
の
菩
薩
に
さ
せ
て
く
れ
る
力
で
す
。

こ
の
い
ず
れ
も
が
阿
弥
陀
如
来
の
「
本

願(

四
十
八
願)
」
の
力
に
よ
る
も
の

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
特
に
親
鸞
聖
人
は
自
力
で
の
修
行
や

勤
行
に
よ
っ
て
の
救
済
は
難
し
い
と
考

え
、
私
た
ち
が
煩
悩
や
無
知
か
ら
解
放

さ
れ
る
手
段
と
し
て
、
修
行
や
特
別
な

行
為
に
頼
ら
ず
と
も
、
阿
弥
陀
如
来
の

願
い
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、
人
々
が
自
力

で
の
修
行
や
悟
り
を
求
め
る
必
要
は
な

い
と
教
え
ま
し
た
。

「
他
力
と
い
ふ
は
如
来
の
本
願
力
な
り
」

　
　
　
　
　
　
　(

教
行
信
証
よ
り)

   　
　
　
　

　
　
（
第
13
組 

敎
安
寺 

洲
﨑 

善
樹 )

答
え

　
現
代
で
は
「
他
力
本
願
」
は
「
自
分
の

力
で
努
力
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
他
人
の
力
を

あ
て
に
す
る
こ
と
」
と
否
定
的
な
意
味
で

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、こ
れ
は
、

言
葉
の
使
い
方
の
「
俗
用
」
で
す
。   

　
俗
用
と
は
本
来
と
は
違
う
使
わ
れ
方
が

広
ま
り
、
そ
ち
ら
の
意
味
の
方
が
、
一
般

的
に
な
っ
た
言
葉
の
使
わ
れ
方
で
す
。
例

え
ば
現
代
で
は
「
こ
だ
わ
る
」
と
は
「
匠

の
こ
だ
わ
り
の
逸
品
」
の
よ
う
に
良
い
意

味
で
の
使
わ
れ
方
を
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
本
来
「
こ
だ
わ
る
」
と
は
、
①
心

が
何
か
に
と
ら
わ
れ
て
い
て
自
由
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
気
に
し
な
く

て
も
い
い
よ
う
な
こ
と
を
気
に
す
る
。
②

  

　 

１
月　
定
例
法
話

　
１
月
24
日
（
金
）
御
講
師
に
18
組  

圓
林
寺 

池
田 

剛
師
を
お
迎
え
し
、
講

題
「
と
り
か
え
し 

と
り
か
え
し 

き
く
」

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
師
は
、『
正
信
偈
』
の
「
偈
」
と
い

う
字
は
「
ガ
ー
タ
」
や
「
頌
」
と
い
う

言
い
方
を
し
ま
す
が
、日
本
語
で
は「
讃

歌
」
と
訳
し
釈
尊
や
七
高
僧
か
ら
の
恩

を
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。ま
た『
正

信
偈
』
を
声
に
出
し
て
勤
め
る
こ
と
で

身
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
る
。

　
親
鸞
聖
人
が
「
と
り
か
え
し 

と
り

か
え
し
か
き
つ
け
た
り
」
と
表
し
た
よ

う
に
何
度
も
最
初
に
戻
っ
て
書
き
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
聞
法
す
る
時

は
「
と
り
か
え
し
の
心
」（
初
心
）
に

立
ち
戻
っ
て
法
を
聞
い
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
『
他
力
本
願
』
の
本
来
の
意
味
は
？

２３

ご
報
告

Q&A
　
大
阪
教
区
慶
讃
法
要
団
体
参
拝
　

　　
来
る
、４
月
17
日（
木
）〜
20
日（
日
）

に
「
大
阪
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃

法
要
」
が
難
波
別
院
（
南
御
堂
）
で
勤

ま
り
ま
す
。

　
天
満
別
院
門
徒
会
で
は
4
月
20
日

（
日
）
に
団
体
参
拝
を
左
記
の
通
り
計

画
し
て
お
り
ま
す
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
当
日
は
、御
門
首
出
仕・参
堂
列
（
稚

児
行
列
）・
子
供
報
恩
講
な
ど
が
勤
ま

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

　
日
　
程
　
　
４
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
集
合
場
所
　
難
波
別
院
山
門
　
12
時

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
封
の
申

込
み
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
慶
讃
法
要
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
が
こ

の
世
に
生
ま
れ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
「
浄
土
の
真
宗
」
と
い
う
み
教

え
を
私
た
ち
に
遺
し
て
下
さ
っ
た
こ
と

を
「
慶
び
讃
え
る
」
御
仏
事
で
す
。

　　

２
月　
同
朋
の
会　

　　
日
　
時
　
　
２
月
５
日
（
水
）
14
時

　　
場
　
所
　
　
天
満
別
院
　
本
堂

　
内
　
容
　

D

 

V

 

D
視
聴

　
蓮
如
上
人
御
旧
跡
　

　
　
石
山
本
願
寺

　
　
　
　
〜
合
戦
に
殉
じ
た
人
々
〜

　　
蓮
如
上
人
は
明
応
５
年
の
秋
、
淀
川

河
口
の
葦
原
に
石
山
坊
舎
を
建
て
ら
れ

た
。
顕
如
上
人
の
世
代
に
織
田
信
長
の

誘
発
に
よ
り
や
む
な
く
交
戦
。
以
来
、

天
正
８
年
ま
で
11
年
間
、
合
戦
が
繰
り

返
さ
れ
た
。
こ
れ
を
「
石
山
合
戦
」
と

い
い
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
、「
石
山
合
戦
」を
軸
に
、

蓮
如
上
人
坊
舎
建
立
の
経
過
と
、
そ
の

合
戦
で
殉
教
を
遂
げ
た
各
地
の
御
同
行

の
遺
品
や
口
碑
を
、
絵
画
と
現
地
ロ
ケ

に
よ
っ
て
映
像
化
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　　
青
年
部
会
主
催

　
　
　
　
　
公
開
講
座
開
催

　　
教
化
委
員
会
青
年
部
会
に
よ
る
公
開

講
座
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま

す
。
テ
ー
マ
は「
現
実
を
生
き
る
と
は
」

大
谷
大
学
准
教
授
の
藤
元 

雅
文 

師
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
で
青
年
部
会
員
の
中

で
2
回
今
年
度
に
学
習
会
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
年
度
の
締
め
く
く
り
に
ぜ

ひ
若
手
寺
族
の
方
も
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
記

日
時
　
２
月
28
日
（
金
）
16
時
〜
18
時

場
所
　
天
満
別
院
　
同
朋
会
館
　
講
堂

会
費
　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
天
満
別
院
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

締
切
は
２
月
21
日
（
金
）
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

　
新
規
墓
地
・

　
　
　
　
　
合
祀
墓
納
骨
の
ご
案
内

　
現
在
、
別
院
で
は
真
宗
の
御
門
徒
の

墓
地
使
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
別
院
の
由
緒
を
敬
慕
し
崇
敬
護

持
に
協
力
す
る
門
徒
、
及
び
信
徒
の
墳

墓
と
し
て
合
祀
墓
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た

く
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
儀
式
執
行
は
別
院
職
員
が
行
い
ま

す
。
墓
地
の
お
求
め
、
納
骨
等
詳
し
く

は
寺
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 １８組 圓林寺 池田 剛 師

  

　 　
　

　  

天
満
別
院　
新
年
会
開
催

　

　
去
る
、
1
月
11
日
（
土
）
寿
司
処
海

ど
う
に
て
天
満
別
院
新
年
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　

　
当
日
は
、
寺
族
・
ご
門
徒
総
勢
21
名

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
座
席
は
く
じ
引
き
で
決
め
、

谷
責
任
役
員
よ
り
乾
杯
の
挨
拶
が
あ
り

寺
族
・
ご
門
徒
の
別
な
く
歓
談
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
八
十
島
門
徒
会
長
よ
り

閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
皆
さ
ん
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。


